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 西尾市沿岸域のノリ養殖漁場（図 1）では，第一級河川

である矢作川や矢作古川からの栄養塩類の供給を受け，

良質な乾ノリが生産される。特に，10 月中下旬に張り込

んだ種網を育苗後，そのまま継続して 12 月下旬頃まで養

殖する秋芽網生産の乾ノリは色調が良く，1）優等および 1

等を中心とした高い等級で出荷される割合が高い。2） 

一方で，柵当たりの乾ノリ生産枚数は安定せず，年度

により 4倍以上の差が生じている（図 2）。（本稿ではノリ

養殖網 1枚を設置できる施設規模を 1柵とする。）西尾市

沿岸域では家族経営の小規模なノリ養殖業者が主体であ

るため，経営体数の減少により漁場に余裕がある状況で

はあるが，維持管理に要する労力から柵数を増加させる

ことには限界があり，近年は経営体当たり 300 柵前後で

推移している（図 3）。3）従って，柵当たりの乾ノリ生産

枚数の多寡は漁家経営上極めて重要であり，変動要因を

解明し，必要な対策を講じる必要がある。 

 ノリ養殖は養殖手法の技術開発と共に発展してきたが，

ノリ自体は生物であることから海域全体の水質環境の影 
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図 1 西尾市沿岸域のノリ養殖漁場 
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図 2 秋芽網生産における柵当たりの乾ノリ生産 

枚数の推移 
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響を強く受ける。西尾市沿岸域ではこれまでに質的な海

域の栄養塩類と乾ノリの色調との関係が調査されてきた

が，1）量的な柵当たりの乾ノリ生産枚数との関係につい

ては検討されていない。 

また，三河湾では長期的に栄養塩類が減少傾向にあり，

4）ノリ養殖に適した海域が縮小傾向にある。5）このような

状況を危惧した愛知県漁連からの要望により，愛知県で

は 2017 年以降，秋季から冬季にかけて三河湾 2カ所の広

域流域下水道において栄養塩（リン）管理運転（以下：管

理運転）を実施してきた。6）西尾市沿岸域のノリ養殖漁場

はそのうち 1 カ所の矢作川浄化センターの近傍にあたり

（図 1），管理運転によりノリが利用可能なリン酸態リン

（以下：P04-P）が海域に供給されていることが確認され

ている。6） 

以上のような状況から，本稿では栄養塩類のうち，特

に PO4-P 濃度と西尾市沿岸域の秋芽網生産における柵当

たりの乾ノリ生産枚数との関係を明らかにすることを目 

的として，1997 年度～2020 年度の 24 ヵ年について統計

的な検討を行った。 

西尾市沿岸域では，秋芽網生産と，育苗後に冷凍保存

して適切な時期に再度海域に張り込んで養殖する冷蔵網

の二期作で生産をおこなっている。実際の養殖スケジュ

ールを多少前後する場合もあるため厳密な区分がされて

いる訳ではないが，本稿では 12 月下旬までに開催される

第 1 回～第 3 回共販が秋芽網生産，第 4 回共販以降が冷

蔵網生産と判断し，秋芽網生産の乾ノリ生産枚数を柵数

で除することで柵当たりの乾ノリ生産枚数を算出した。

なお，2019 年度は 12 月下旬までに 2 回しか共販が実施

されていないため，第 2 回共販までを秋芽網生産，第 3

回共販以降を冷蔵網生産と判断した。また，本稿におけ

る年度はノリ年度（7月～翌年 6月）である。 

PO4-P濃度については愛知県水産試験場が1997年以降，

ノリ養殖期間に月 1～2 回実施している赤潮予報 7）の結

果から三河湾西部（知多湾）の定点 4地点（図 1）の表層

の平均値を用いた。月に複数回調査を実施している場合

には月の平均値を用いた。 

柵当たりの乾ノリ生産枚数と 10 月～12 月にかけての

P04-P 濃度の関係についての散布図は図 4 に示した。統計

処理については得られたデータの分布に対して前提を必

要としない，ノンパラメトリックな指標であるスピアマ

ンの順位相関係数 rsを算出し，有意性の検討を行った（表

1）。 

検討の結果，柵当たりの乾ノリ生産枚数と 10 月の P04-

P 濃度に有意な正の相関（rs=0.60, p<0.01）が認められ

た（図 4，表 1）。11 月および 12 月の PO4-P 濃度とは有意

な関係は認められなかった。 

図 3 西尾市沿岸域におけるノリ養殖経営体数，経営

体当たりの柵数および全体の柵数の推移 
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図 4 柵当たりの乾ノリ生産枚数と 10 月～12 月の三河湾西部（知多湾）における表層の PO4-P 濃度の関係 
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10 月は育苗期にあたるが，培養条件下においては幼芽

期のリン欠乏による生長の鈍化や異常芽率の増加が報告

されている。8）育苗期に十分な P04-P が存在することが初

期成長や健苗性を高め，その後の養殖生産に大きく影響

することが考えられた。近年三河湾の栄養塩類の濃度は

河川からの栄養塩供給量の低下により減少傾向にあるこ

とに加え，1，4）栄養塩類の濃度のピークが 10 月から 11 月

にシフトしていることが報告されている。1）本研究の結

果から育苗期における栄養塩類の多寡が柵当たりの乾ノ

リ生産枚数に大きな影響を及ぼすことが示唆され，秋季

の栄養塩類の減少およびピークのシフトは柵当たりの乾

ノリ生産枚数について負の要因となりうると考えられた。 

一方，管理運転は 2017 年が 11 月～3月，2018 年，2019

年が 10 月～3 月，2020 年が 9 月～3 月に実施しており，

愛知県漁連の要望に基づき，少しずつ早期から管理運転

を実施できるように調整を行ってきた。9）本研究の結果

から，10 月の育苗期までに十分な P04-P を漁場に供給す

ることが柵当たりの乾ノリ生産枚数を向上させる観点か

ら重要であるため，より早期から管理運転を開始するよ

うに調整を行ってきたことは合理的であると考えられた。 

なお，柵当たりの生産枚数と 11 月および 12 月の PO4-

P 濃度には有意な相関は認められなかったが（図 4，表 1），

11 月以降は摘採が開始されるため，色調が良く等級の高

い乾ノリを生産するという観点から十分な PO4-P が必要

である。1） 

本稿では育苗期の10月における海域のPO4-P濃度の多

寡が秋芽網生産における柵当たりの乾ノリ生産枚数に大

きな影響を及ぼすことを示した。ノリ養殖生産において

は PO4-P 以外にも無機三態窒素や赤潮の発生等の水質要

因 10）に加えて降水量 11）や水温 12）等の多くの要因が複雑

に関わりあっていると考えられる。今後，柵当たりの乾

ノリ生産枚数の変動要因の詳細を明らかにするためには

他の環境要因についても検討が必要であると考えられた。

また，本稿では冷蔵網生産については検討を行っていな

いため，今後の課題であると考えられた。 
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水質要因 月

PO4-P濃度 10月 0.60 0.00 **

11月 -0.26 0.22

12月 -0.16 0.45

p <0.01 **

順位相関係数

（r s）

P値
（p）

表 1 柵当たりの乾ノリ生産枚数と 10 月～12 月の三

河湾西部（知多湾）における表層の P04-P 濃度につい

ての相関と有意性の検定 

 


